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令和３年３月井手町議会（定例会）会議録（第２号）  

 

招集年月日  

     令和３年３月１０日  

招集の場所  

     井手町役場議場  

開閉会日時及び宣告  

     開会  令和３年３月１０日午前１０時１０分  議長  西島寛道  

     閉会  令和３年３月１０日午後  ２時３７分  議長  西島寛道  

応招議員  

       １番  奥田  俊夫       ２番  脇本  尚憲  

       ３番  谷田  利一       ４番  西島  寛道  

       ５番  岡田  久雄       ７番  丸山  久志  

       ８番  中坊   陽        ９番  谷田みさお  

       10番  木村  武壽  

不応招議員  

       な   し  

出席議員  

       １番  奥田  俊夫       ２番  脇本  尚憲  

       ３番  谷田  利一       ４番  西島  寛道  

       ５番  岡田  久雄       ７番  丸山  久志  

       ８番  中坊   陽        ９番  谷田みさお  

       10番  木村  武壽  

欠席議員  

       な   し  

会議録署名議員の氏名  

       ２番  脇本  尚憲       ７番  丸山  久志  

本会議に職務のため出席した者の職氏名  

 議 会 事 務 局 長 木田ゆかり      議 会 書 記 仁木   崇   

 議 会 書 記 梶田  篤志      議 会 書 記 辻󠄀井  祐介  

地方自治法第１２１条の規定により、説明のため会議に出席した者の職氏名  

 町 長 汐見  明男      副 町 長 島田  智雄  
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 参 与 西垣  義郎      教 育 長 中田  邦和  

 理事兼総務課長事務取扱 脇本  和弘      理事兼地域創生推進室長事務取扱 藤岡   栄   

 理事兼建設課長事務取扱 西岡   久       理事兼上下水道課長事務取扱 中島  一也  

 企 画 財 政 課 長 花木  秀章      保 健 医 療 課 長 中谷   誠   

 高 齢 福 祉 課 長 寺井  佳孝      産 業 環 境 課 長 菱本  嘉昭  
 
 社 会 教 育 課 長 ・           中坊  玲子   
 山吹ふれあいセンター所長・図書館長兼務 
 

議事日程  

     別紙のとおり  

会議に付した事件  

     別紙のとおり  

会議の経過  

     別紙のとおり  
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令和３年３月井手町議会定例会 

 

議 事 日 程〔第２号〕 

令和３年３月１０日（水）午前１０時開議 

 

第１  会議録署名議員の指名  

第２  議案第１号  井手町総合計画「基本構想」「基本計画」の策定について  

第３  議案第５号  介護保険法に基づく指定地域密着型サービスの事業の人員

等の基準に関する条例の一部を改正する条例制定の件  

第４  議案第６号  介護保険法に基づく指定地域密着型介護予防サービスの事

業の人員等の基準に関する条例の一部を改正する条例制定

の件  

第５  議案第７号  介護保険法に基づく指定居宅介護支援等の事業の人員等の

基準に関する条例の一部を改正する条例制定の件  

第６  議案第８号  介護保険法に基づく指定介護予防支援等の事業の人員等の

基準に関する条例の一部を改正する条例制定の件  

第７  議案第９号  井手町地区計画区域内における建築物の制限に関する条例

の一部を改正する条例制定の件  

第８  議案第 20号  令和３年度井手町一般会計予算  

第９  議案第 21号  令和３年度井手町国民健康保険特別会計予算  

第 10 議案第 22号  令和３年度井手町水道事業会計予算  

第 11 議案第 23号  令和３年度井手町多賀地区簡易水道事業特別会計予算  

第 12 議案第 24号  令和３年度井手町後期高齢者医療特別会計予算  

第 13 議案第 25号  令和３年度井手町介護保険特別会計予算  

第 14 議案第 26号  令和３年度井手町公共下水道事業特別会計予算  

第 15 議案第 27号  令和３年度井手町多賀財産区特別会計予算  
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議事の経過 

 

議長（西島寛道）   皆さん、おはようございます。早朝よりのご参集、ご苦

労さまでございます。  

 ただいまから令和３年３月井手町議会定例会を再開し、直ちに本日の会議

を開きます。  

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。  

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、２番、脇本尚憲

議員、７番、丸山久志議員を指名します。  

 日程第２、議案第１号、井手町総合計画「基本構想」「基本計画」の策定に

ついてを議題とします。  

 提出者から提案理由の説明を求めます。  

     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   花木企画財政課長。  

企画財政課長（花木秀章）   貴重な時間をお借りして申し訳ございません。

まず初めに、印刷ミスがありましたので、先ほどお配りいたしました正誤表

につきましてご説明申し上げます。議案第１号、第５次井手町総合計画「基

本構想」「基本計画」中、９７ページの下段、目指すべき成果指標を次のとお

り訂正いたします。現在空欄となっております第５次総合計画の現状値をバ

ーに、目標値を１に訂正するものであります。大変申し訳ございませんでし

た。  

 それでは、議案第１号、井手町総合計画「基本構想」「基本計画」の策定に

つきましてご説明申し上げます。  

 井手町総合計画条例の規定に基づき、井手町総合計画の「基本構想」「基本

計画」を別紙のとおり定める。  

 なお、本件につきましては、現行の第４次井手町総合計画の計画期間が令

和２年度で終了することから、それに代わる新たな総合的かつ計画的なまち

づくりの指針について、井手町総合計画審議会に対しまして諮問を行ったと

ころ、その後、「基本構想」及び「基本計画」の答申を頂きましたので、井手

町総合計画条例に基づき、本定例会に提出するものであります。  

 それでは、３ページをご覧ください。計画の構成であります。この総合計

画は「基本構想」及び「基本計画」により構成しておりまして、計画の期間
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は令和３年度から令和１２年度までの１０年間としております。  

 次に、５ページをご覧ください。まず、「基本構想」につきましてご説明申

し上げます。なお、基本構想につきましては、１２月２１日の全員協議会に

てご説明を申し上げておりますので、要点のみ、かいつまんでご説明申し上

げます。  

 ５ページは、基本理念とまちの将来像であります。第４次井手町総合計画

の基本理念を引き継ぎつつ、この井手町をさらに住みよい魅力的な町として

いくため、ホッとやすらぐ清流に抱かれたまち、ホットな多世代コミュニテ

ィのまち、ホットに暮らせる活気あるまちの三つの基本理念に基づき、まち

の将来像を、次ページになりますが、「～居心地よく、住んでみたい、住み続

けたい～安心・安全で豊かな自然と利便性が共存する新しいまち」と掲げて

おります。  

 次に、９ページをご覧ください。人口の構想でありまして、令和１２年の

定住人口の目標をおよそ７，２００人と見込んでおります。  

 次に、１０ページをご覧ください。交流人口でありまして、令和１２年の

交流人口の目標を５０万人と設定しております。  

 次に、１１ページから１３ページにかけましては、土地利用の構想と交通

網の構想について、記載をしております。  

 次に、１４ページをご覧ください。まちづくりの基本目標と基本方針であ

ります。井手町の将来像を実現していくため、五つの柱でまちづくりの基本

目標を掲げております。  

 次に、１５ページから２６ページにかけまして、各基本目標の背景並びに

基本方針を記載しております。  

 次に、２７ページをご覧ください。協働のまちづくりの推進といたしまし

て、まちづくりの基本目標と基本方針を実現するため、住民と行政の間で情

報共有と住民参画のまちづくりを進めていくとともに、効率的、効果的な行

財政運営や持続可能な行政運営を進めてまいります。  

 続きまして、２９ページ以降は第５次井手町総合計画の「基本計画」であ

ります。「基本計画」では、序章のほか全６章で構成しておりまして、各章に

おいて達成目標、第４次総合計画の検証と課題、目指すべき成果指標、目標

達成のために取り組むこと、みんなで目標達成するためにを明示しておりま

す。  
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 では、２９ページをご覧ください。まず序章でありまして、本計画が目指

す将来像の実現に向けての重点的な施策として、利便性の向上と定住、移住

の促進、新たな交流拠点となる新庁舎と道の駅の整備と雇用の創出、地域共

生社会の実現へ向けた多世代ふれあいのまちづくりの三つの柱を掲げており

ます。  

 次に、３１ページをご覧ください。第１章、子育て環境の強みをさらに磨

こうにつきましては、子育て環境、学校教育、青少年・若者、生涯学習・生

涯スポーツ、地域文化の全５節で構成しておりまして、目標達成のために取

り組むものとして、第１節子育て環境では、１、子育て支援環境の整備、２、

利用しやすい教育・保育環境の整備。第２節学校教育では、１、個性と生き

る力を育てる教育活動の推進、２、教育施設、教育環境の整備充実。第３節

青少年・若者では、１、青少年の健全育成に向けた環境整備、２、青少年活

動の活性化。第４節生涯学習・生涯スポーツでは、１、生涯学習の推進、２、

生涯スポーツ、レクリエーションの振興。第５節地域文化では、１、地域文

化、伝統文化の保全と継承、２、町内外の交流の促進を掲げております。  

 次に、４６ページをご覧ください。第２章、多世代がふれあう生き生きし

たまちをつくろうにつきましては、多世代コミュニティの創造と地域福祉の

推進、全世代型地域包括ケアシステムの推進、健康づくりと医療体制、高齢

者福祉、障がい者福祉、住民活動支援、人権尊重の全７節で構成しておりま

して、目標達成のために取り組むこととして、第１節多世代コミュニティの

創造と地域福祉の推進では、１、多世代コミュニティの創造、２、空き家等

の活用、３、「お互いさま」の地域福祉のまちづくり、４、地域の見守り体制

の充実、５、孤立することのない地域福祉のまちづくり。第２節全世代型地

域包括ケアシステムの推進では、１、全世代型地域包括支援の体制整備、２、

地域ケア会議と多職種連携の推進、３、権利擁護の推進。第３節健康づくり

と医療体制では、１、健康づくりの推進、２、地域医療体制の充実。第４節

高齢者福祉では、１、高齢者福祉施策の充実、２、介護サービスの充実。第

５節障がい者福祉では、１、障がい者福祉施策の充実。第６節住民活動支援

では、１、住民主体のまちづくり活動への支援、２、様々な住民の活躍の場

づくり。第７節人権尊重では、１、生涯学習としての人権教育・啓発、２、

男女共同参画社会の形成を掲げております。  

 次に、６６ページをご覧ください。第３章、快適で便利なまちをつくろう
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につきましては、道路・公共交通、市街地・集落・住宅地、バリアフリー、

上下水道・河川、公園や緑の全５節で構成しておりまして、目標達成のため

に取り組むこととして、第１節道路・公共交通では、１、道路交通網の整備、

２、公共交通の充実。第２節市街地・集落・住宅地では、１、市街地・集落

の整備、２、住宅の整備と有効活用。第３節バリアフリーでは、１、バリア

フリーに配慮した生活空間の整備。第４節上下水道・河川では、１、上下水

道などの整備、２、河川環境の整備。第５節公園や緑では、１、公園等の整

備、２、景観保全、景観整備を掲げております。  

 次に、７７ページをご覧ください。第４章、安心とやすらぎのまちを守ろ

うにつきましては、防災・地域安全、ポストコロナ時代へ向けたまちづくり、

自然環境、循環型社会・低炭素社会の全４節で構成しておりまして、目標達

成のために取り組むこととして、第１節防災・地域安全では、１、防災基盤・

防災体制の整備、２、消防・救急体制及び防犯・安全対策の強化。第２節ポ

ストコロナ時代へ向けたまちづくりでは、１、ポストコロナ時代へ向けたま

ちづくり。第３節自然環境では、１、自然環境の保全、２、自然環境の活用

と情報発信。第４節循環型社会・低炭素社会では、１、快適な生活環境の保

全、２、環境負荷の少ない生活様式の推進を掲げております。  

 次に、８６ページをご覧ください。第５章、多様な働き方ができる魅力あ

るまちをつくろうにつきましては、新産業と雇用対策、農林業、商工業、観

光・交流の全４節で構成しておりまして、目標達成のために取り組むことと

して、第１節新産業と雇用対策では、１、新産業の導入・育成、２、異業種

間連携の推進。第２節農林業では、１、農業の振興、２、林業の振興。第３

節商工業では、１、工業の振興、２、商業・サービス業の振興。第４節観光・

交流では、１、観光客を迎え入れる体制の整備、２、観光と他産業との連携

強化を掲げております。  

 次に、９７ページをご覧ください。第６章、協働のまちづくりの推進につ

きましては、住民と行政のパートナーシップの強化、情報の共有と発信、行

政経営の推進の全３節で構成しておりまして、目標達成のために取り組むこ

ととして、第１節住民と行政のパートナーシップの強化では、１、まちづく

りへの住民参加の促進、２、行政の住民活動への参加、第２節情報の共有と

発信では、１、情報発信と広聴・広報活動の充実、２、デジタル環境の整備、

３、行政のデジタル化の推進。第３節行政経営の推進では、１、効率的、効
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果的な行政運営の推進、２、財政運営の適正化、３、広域連携の推進を掲げ

ております。  

 以上、簡単ではありますが、説明に代えさせていただきます。  

議長（西島寛道）   これで提案理由の説明を終わります。  

 この際、暫時休憩いたします。休憩中に全員協議会を開催いたします。  

     休憩  午前１０時２８分  

     再開  午前１１時００分  

議長（西島寛道）   休憩前に引き続き、再開いたします。  

 これから質疑を行います。  

 質疑はありませんか。  

     （「なし」の声あり）  

議長（西島寛道）   質疑なしと認めます。したがって、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。  

 討論はありませんか。  

     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   谷田みさお議員。  

９番（谷田みさお）   反対の立場で討論いたします。  

 議案第１号、井手町総合計画「基本構想」「基本計画」の策定についてです

が、今、策定経過をお尋ねいたしまして、審議会の委員に女性が１６人中た

った１人というのをお聞きして、非常に残念な思いがいたしました。男女共

同参画の時代に、やはり女性の声をしっかりと取り入れて計画をつくってい

ただきたかったというふうに思います。  

 また、基本理念として掲げられているのは、自然に抱かれてほっと安らぐ

とか多世代のコミュニティとか活気ある町とか、大変いい言葉が並んでいる

わけですけれども、今のところ獲得できているのは豊かな自然だけで、かつ

ては多世代だったこの町の構成の割合がどんどんと失われて、少子高齢化が

進んでおります。それにつれて、町の活気も今、急速に失われてきていると

感じています。特にこの１年はコロナの影響がありまして、住民の皆さんは

経済的にも精神的にも落ち込みが非常に激しいと感じます。一旦マイナスに

なっているベクトルを今度は上向けるというのは、下りのエスカレーターを

駆け上がるというようなことで、生半可なことではできません。失われた３

０年、それを取り戻そうという決意のこもった計画とはとても思えませんし、
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住民の皆さんとこれで共有できるのだろうかと非常に不安です。  

 住民の皆さんがこの計画を読んでどう思われるでしょうか。商業施設も住

宅も本当にできるんだろうか。民間だけではやっていけないからバス交通も

スーパーも撤退しましたし、次は金融機関が撤退するんじゃないかなどとう

わさをされている実態です。その町の実態は、自助だ共助だという限界点は

超えてしまっているんじゃないでしょうか。公助がなければ、とてももたな

いと皆さん感じておられるのではないかと思います。  

 住宅が３００軒建てば、町の雰囲気は大きく変わると思います。町営住宅

の建設や再編も含めて、まず１００軒でも町主導で住宅を増やすということ

ができれば、民間開発もおのずとついてくる、商業施設もついてくるという

ふうに思います。手後れになる前に、スピードが必要です。具体的な計画を

住宅に関してやはり示していただきたいというふうに思います。  

 両方の駅前に商業施設は絶対に必要だと思います。女性も今、皆働いてい

ますから、帰宅するときに買物できなければ、暮らしていけないわけです。

多賀の駅前にスーパーの誘致の可能性があるということをおっしゃいますの

で、では、玉水の駅前はどうするのか。「さくら」を改装してコンビニの機能

を持たせるなども考えられるんじゃないかと私は個人的には思っています。  

 そして、どうしてもバス交通は必要です。バスの要望が大変強いことはア

ンケートでもよくお分かりなのに、どこまでも無視をされる。住民が主人公

が聞いてあきれると本当に思います。ＪＲを有効に活用するためにも、町が

いろいろと頑張ってきたインフラを活用するためにも、高齢者の通院や買物

にも、新庁舎へのアクセスにも、観光にも、人の行き来を増やして町を活性

化させるためにも、子どもを塾にやりたいという、そういう要望にも応えら

れる、絶対にバス交通は必要だと思っています。  

 大事な観点が抜け落ちていることから、この計画には反対をいたします。  

議長（西島寛道）   ほかに討論はありませんか。  

     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   谷田利一議員。  

３番（谷田利一）   ただいま議題となっています議案第１号、第５次井手町

総合計画「基本構想」「基本計画」の策定について、賛成の立場で討論いたし

ます。  

 現在、我が国では人口減少、少子高齢化、新型コロナウイルス感染症など、
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先が見えない課題に直面し、本町においても今後の社会情勢の見通しが難し

い現状にあります。そのような状況の中で、第５次総合計画の期間である今

後１０年間はＪＲ奈良線の複線化や企業誘致、そして庁舎や山吹ふれあいセ

ンターの移転、道の駅や国道２４号城陽井手木津川バイパスの整備など、本

町を取り巻く状況が変わる本町にとって大変重要な時期となります。  

 第５次総合計画は、町の将来像である「～居心地よく、住んでみたい、住

み続けたい～安心・安全で豊かな自然と利便性が共存する新しいまち」を実

現するため、まちづくりの理念を、ホッとやすらぐ清流に抱かれたまち、ホ

ットな多世代コミュニティのまち、ホットに暮らせる活気あるまちを掲げ、

三つの重点的な施策をはじめ、五つの柱からなる計画がうたわれており、こ

れまでの第４次総合計画の基本理念を引き継ぎつつ、社会情勢の変化を踏ま

えた適格な取組が示された、非常に魅力的な内容となっております。  

 また、第５次総合計画の策定におかれましては、住民アンケートをはじめ、

住民団体の代表者からの意見聴取やパブリックコメントの募集、井手町総合

計画審議会の審議を経るなど、住民各層の幅広い意見を集約されてきました。 

 この「基本構想」「基本計画」を基に実施される各種施策が住民の期待する

まちづくりにつながることを確認し、高く評価するものであり、賛成するも

のであります。  

議長（西島寛道）   ほかに討論ありませんか。  

     （「なし」の声あり）  

議長（西島寛道）   これで討論を終わります。  

 これから、議案第１号、井手町総合計画「基本構想」「基本計画」の策定に

ついてを採決します。  

 議案第１号は原案のとおり決定することに賛成の議員は挙手願います。  

     （賛成者挙手）  

議長（西島寛道）   挙手多数です。したがって、議案第１号は原案のとおり

可決されました。  

 この際、暫時休憩します。１５分まで。  

     休憩  午前１１時０７分  

     再開  午前１１時１５分  

議長（西島寛道）   休憩前に引き続き、再開します。  

 日程第３、議案第５号、介護保険法に基づく指定地域密着型サービスの事
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業の人員等の基準に関する条例の一部を改正する条例制定の件を議題としま

す。  

 提出者から提案理由の説明を求めます。  

     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   寺井高齢福祉課長。  

高齢福祉課長（寺井佳孝）   それでは、議案第５号、介護保険法に基づく指

定地域密着型サービスの事業の人員等の基準に関する条例の一部を改正する

条例制定の件につきましてご説明申し上げます。  

 介護保険法に基づく指定地域密着型サービスの事業の人員等の基準に関す

る条例の一部を改正する条例を別紙のように定める。  

 なお、今回の改正につきましては、介護保険法等の改正が行われたことに

よりまして、当該条例の元となる厚生労働省令を改正する省令が公布された

ため、改正が必要となりましたので、所要の改正を行うものであります。  

 それでは、１３ページの新旧対照表にてご説明申し上げます。介護保険法

に基づく指定地域密着型サービスの事業の人員等の基準に関する条例の一部

を改正する条例新旧対照表でございます。  

 例規ページ数３０９９の３１ページであります。目次であります。目次中、

第１０章を追加するため改めるものであります。こちらについては、厚生労

働省令に基づく基準の改正が行われたことによる目次の整備であります。以

降、全て厚生労働省令に基づく基準の改正による条文の整備となっておりま

す。  

 次に、例規ページ数３０９９の３３ページであります。第３条、指定地域

密着型サービスの事業の一般原則の規定でありまして、第３条に次の２項を

加えるものであります。第３項といたしまして、高齢者虐待防止の推進に係

る条文の追加であります。第４項といたしまして、施設における個別サービ

スの情報収集、活用と、計画を立て、それを実行、評価した上で、取組の改

善、見直しを行う流れの推進を図るための条文の追加であります。追加に伴

い、第３項を第５項とするものであります。  

 次に、１４ページをご覧ください。第６条、定期巡回・随時対応型訪問介

護看護従事者の員数の規定でありまして、第４７条第４項にオペレーターが

兼務することが可能な施設が追加されたことから、関係条文を追加するもの

であります。  
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 次に、１５ページをご覧ください。例規ページ数３０９９の４４ページで

あります。第３１条、運営規程の規定でありまして、高齢者虐待防止の推進

を図ることから基準に追加し、第８号を第９号とするものであります。  

 次に、例規ページ数３０９９の４４ページであります。第３２条、勤務体

制の確保等の規定でありまして、第３２条に第５項を加えるものでありまし

て、ハラスメント対策の強化に係る条文を追加するものであります。  

 次に、第３２条の２、事業継続計画の策定等の規定でありまして、業務継

続に向けた取組の強化を図るための基準に追加するものであります。  

 次に、１６ページをご覧ください。例規ページ数３０９９の４５ページで

あります。第３３条、衛生管理等の規定でありまして、第３項を加えるもの

でありまして、感染症の予防及びまん延等に関する取組の徹底を求める観点

から、委員会の開催、指針の整備、研修、訓練などの実施について、条文を

追加するものであります。  

 例規ページ数３０９９の４５ページであります。第３４条、掲示の規定で

ありまして、運営規程等の掲示に係る見直しを図るため、基準に追加するも

のであります。  

 次の１７ページをご覧ください。例規ページ数３０９９の４６ページであ

ります。第３９条、地域との連携等の規定でありまして、会議や多職種連携

におけるＩＣＴの活用を図るための基準に追加するものであります。  

 第４０条の２、虐待の防止の規定でありまして、利用者の人権の擁護、虐

待の防止の観点から、虐待の発生またはその再発を防止するための委員会の

開催、指針の整備、研修を実施するとともに、担当者を定めることを義務づ

けるため、基準に追加するものであります。  

 次に、１８ページをご覧ください。例規ページ数３０９９の４８ページで

あります。第４７条、訪問介護員等の員数の規定でありまして、地域の実情

に応じて既存の地域資源、地域の人材を活用しながら、サービスの実施を可

能とする観点から、オペレーターの配置基準等の緩和を行うため、基準を追

加するものであります。  

 次に、２０ページをご覧ください。例規ページ数３０９９の５１ページで

あります。第５５条、運営規程から３２ページの第１００条、運営規程の規

定までも同様に、厚生労働省令に基づく改正による条文の整備であります。  

 次に、３２ページをご覧ください。下段になります。例規ページ数３０９
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９の８１ページであります。第１０１条、定員の遵守の規定でありまして、

過疎地域等におけるサービス提供の確保を図るため、基準に追加するもので

あります。  

 次に、３３ページをご覧ください。例規ページ数３０９９の８２ページで

あります。第１０８条、準用から４０ページの第１４９条、準用の規定まで

も同様に、厚生労働省令に基づく基準の改正による条文の整備であります。  

 次に、４０ページの下段をご覧ください。例規ページ数３０９９の９８ペ

ージであります。第１５１条の規定であります。施設での栄養ケアマネジメ

ントの充実を図るため、現行の栄養士に加えて管理栄養士の配置を位置づけ

るものでありまして、条文を追加するものであります。  

 次に、４２ページをご覧ください。例規ページ数３０９９の１０４ページ

であります。第１５７条、指定地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

の取扱方針から４８ページの第１８６条、運営規程の規定も同様に、厚生労

働省令に基づく基準の改正による条文の整備であります。  

 次に、４８ページをご覧ください。第１８７条、勤務体制の確保等の規定

でありまして、認知症についての理解の下、本人主体の介護を行い、認知症

の方の尊厳の保障を実現していく観点から、認知症介護基礎研修の受講の義

務づけを行うため、第４項を追加するものであります。第５項につきまして

は、ハラスメント対策の強化に係る条文を追加するものであります。  

 次に、例規ページ数３０９９の１１５ページであります。第１８９条、準

用から５０ページの第２０２条、準用の規定も同様に、厚生労働省令に基づ

く基準の改正による条文の整備であります。  

 次の５１ページをご覧ください。第２０３条、電磁的記録等の規定であり

まして、介護サービス事業者の業務負担の軽減等を図る観点から、介護サー

ビス事業者における諸記録の保存、交付等について、原則として電磁的な対

応を求めることとし、その範囲を明確化されたことによる条文を追加するも

のでございます。  

 次の５２ページをご覧ください。例規ページ数３０９９の１２４ページで

あります。附則第６条中、「指定介護老人福祉施設基準」を「指定介護老人福

祉施設の人員、設備及び運営に関する基準（平成１１年厚生省令第３９号。

以下「指定介護老人福祉施設基準」という。）」に改めるものであります。  

 それでは、１２ページにお戻りください。附則であります。  
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 この条例は、令和３年４月１日から施行する。  

 以上、簡単ではありますが、説明に代えさせていただきます。  

議長（西島寛道）   これで提案理由の説明を終わります。  

 これから質疑を行います。  

 質疑ありませんか。  

     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   谷田みさお議員。  

９番（谷田みさお）   この中身は、今説明いただいたとおりに、虐待の防止

を明記したり職場でのハラスメントについての規定を明記したり、そういう

非常に評価できる面もあるんですけれども、施設の人員の体制について規制

緩和、この部分を緩和します、緩和しますというようなことがありまして、

不安に思うわけですけれども、特に、夜間にも対応してもらうというような

場合に、こういう規制緩和で大丈夫なんだろうか。例えば、３４ページのと

ころに、これは指定認知症対応型共同生活介護の事業のことを書いてあるの

で、これはいわゆるグループホームのことかと思うんですけれども、そうい

うユニット型でやられているグループホームで、何人の方が宿直で認知症の

方を見ていただいているのか。現状はどういう決まりになっていて、これが

決まるとどういう緩和になるのか。本町の場合、影響は出てこないのかお尋

ねします。  

     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   寺井高齢福祉課長。  

高齢福祉課長（寺井佳孝）   谷田みさお議員のご質問にお答えいたします。 

 ３４ページの認知症グループホームの夜勤職員体制の見直しについてであ

りますが、こちら、１ユニットごとに夜勤１人以上の配置とされている認知

症グループホームの夜間、深夜時間帯の職員体制について、安全確保や職員

の負担にも留意しつつ、人材の有効活用を図る観点から、３ユニットの場合

であっても、各ユニット同一階に隣接しておれば、職員が円滑に利用の状況

把握を行い、速やかな対応が可能という構造で安全対策、マニュアルの作成

とか訓練の実施を行っているということを要件に、例外的に夜勤２人以上の

配置に緩和できることとしているものでございます。  

 現在、井手町の認知症グループホームにつきましては、ユニットではござ

いませんので、夜勤の体制も十分取れていると考えております。  
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 以上でございます。  

議長（西島寛道）   ほかに。  

     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   谷田みさお議員。  

９番（谷田みさお）   いろいろ言えばたくさんあるんですけど、一番気にな

るのが夜間の体制ということで、井手町の場合はユニットケアと違うではな

いかということなんですけど、どこでも夜間の体制は大変だと思うんです。

これ、こういう流れでいくと、三つあっても２人夜勤したらいいですよと、

そうなると、１人休憩されたら１人で三つ見ないといけないとか、２人しか

いなかったら一切休憩できないのかということもあるし、一番心配なのは災

害のときです。夜、災害が起こったりしたときに、そういう避難の対応とか

が、地域密着型とかグループホームとかがいいのは、いつもお世話になって

いる方がおられるというのが安心できることなんです。ころころ担当者が変

わらない。それが、たまたま災害が起こったときに、いつもお世話になって

いる方がおられないというようなことになって、三つのユニットを２人で見

ないといけないみたいなことになると、本当に不安やなと。この制度改正の

ときにも、認知症の方の家族の会員の方なんかが非常に審議会でも不安の声

を上げておられて、緩和しないで今までどおりでやってほしいということを

随分おっしゃっていたというような経過がありまして、たまたまこれにその

まま当てはまる施設は井手町にないとしても、これは介護保険の流れで、そ

ういう形でどんどんどんどん人員の緩和が行われているということなんです

よね。そういう不安を非常に感じます。井手町は大丈夫やと思いますと言わ

れるんですけど、あのグループホーム、夜間は何人おられるんでしょう。井

手町のいでの里のグループホームは、どういう体制になっているか分かりま

すか。  

     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   寺井高齢福祉課長。  

高齢福祉課長（寺井佳孝）   ただいまのご質問でありますが、いでの里のグ

ループホームの夜勤体制の人数については、後ほどお答えさせていただきま

す。  

 以上です。  

議長（西島寛道）   ほかに質疑ありませんか。  
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     （「なし」の声あり）  

議長（西島寛道）   これで質疑を終わります。  

 これから討論を行います。  

 討論はありませんか。  

     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   谷田みさお議員。  

９番（谷田みさお）   議案第５号、介護保険法に基づく指定地域密着型サー

ビスの事業の人員等の基準に関する条例の一部を改正する条例制定の件に反

対の立場で討論します。  

 確かに認知症の方々に対する虐待、高齢者一般に虐待の防止ですとか事業

所でのハラスメントの防止ですとか研修の義務づけなど、前進する面もある

んですけれども、特に目立つのは、やはり夜勤の体制も、先ほど申しました

けど、夜、緊急事態を受け付けるようなオペレーターの方の勤務についても、

ほかの事業所と兼ねていいですよとか、それにまた町がこれ、責任を持たな

あかんようになるので、町長が地域の実情を勘案して適切と認める場合、基

準を緩和できるというような項目もあるわけです。非常に責任を持って対応

しないといけないということになってきます。やっぱりそういう場合、せめ

て国で決めた基準を切り下げないで、今までのとおり守ってほしいというこ

とを意見として申し上げて、反対いたします。  

議長（西島寛道）   ほかに討論はありませんか。  

     （「なし」の声あり）  

議長（西島寛道）   これで討論を終わります。  

 これから、議案第５号、介護保険法に基づく指定地域密着型サービスの事

業の人員等の基準に関する条例の一部を改正する条例制定の件を採決します。 

 議案第５号は原案のとおり決定することに賛成の議員は挙手願います。  

     （賛成者挙手）  

議長（西島寛道）   挙手多数です。したがって、議案第５号は原案のとおり

可決されました。  

 日程第４、議案第６号、介護保険法に基づく指定地域密着型介護予防サー

ビスの事業の人員等の基準に関する条例の一部を改正する条例制定の件を議

題とします。  

 提出者から提案理由の説明を求めます。  
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     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   寺井高齢福祉課長。  

高齢福祉課長（寺井佳孝）   それでは、議案第６号、介護保険法に基づく指

定地域密着型介護予防サービスの事業の人員等の基準に関する条例の一部を

改正する条例制定の件につきましてご説明申し上げます。  

 介護保険法に基づく指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員等の基

準に関する条例の一部を改正する条例を別紙のように定める。  

 なお、今回の改正につきましては、介護保険法等の改正が行われたことに

よりまして、当該条例の元となる厚生労働省令を改正する省令が公布された

ため、改正が必要となりましたので、所要の改正を行うものであります。  

 それでは、７ページの新旧対照表にてご説明申し上げます。介護保険法に

基づく指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員等の基準に関する条例

の一部を改正する条例新旧対照表でございます。  

 例規ページ数３０９９の１３１ページであります。第５章、雑則の追加に

伴いまして、目次を改めるものであります。以降、全て厚生労働省令に基づ

く基準の改正による条文の整備であります。  

 次に、例規ページ数３０９９の１３２ページであります。第３条、指定地

域密着型介護予防サービスの事業の一般原則の規定でありまして、第３条に

次の２項を加えるものであります。第４項といたしまして、高齢者虐待防止

の推進に係る条文の追加であります。第５項といたしまして、施設における

個別サービスの情報の収集、活用と、計画を立て、それを実行、評価し、改

善していく流れの推進を図るための条文の追加であります。  

 次に、８ページをご覧ください。例規ページ数３０９９の１３５ページで

あります。第８条、従業者の員数から９ページの第１０条、管理者の規定ま

でも同様に、厚生労働省令に基づく基準の改正による条文の整備であります。 

 次に、１０ページの中段をご覧ください。例規ページ数３０９９の１４１

ページであります。第２７条、運営規程の規定でありまして、高齢者虐待防

止の推進を図ることから、条文を追加するものであります。  

 次に、例規ページ数３０９９の１４１ページであります。第２８条、勤務

体制の確保等の規定でありまして、第３項につきましては、新たな認知症介

護基礎研修の受講が義務づけられたことによる条文の追加であります。第４

項につきましては、ハラスメント対策の強化に係る情報を追加するものであ



 

－１００－ 

ります。  

 次に、１１ページの中段をご覧ください。第２８条の２、業務継続計画の

策定等についての規定でありまして、業務継続に向けた取組の強化を図るた

め、条文を追加するものであります。  

 次に、例規ページ数３０９９の１４２ページであります。第３０条、非常

災害対策の規定でありまして、災害への地域との連携した対応の強化を図る

ため、条文を追加するものであります。  

 次に、１２ページをご覧ください。例規ページ数３０９９の１４２ページ

であります。第３１条、衛生管理等から１７ページの中段の第５７条の規定

までも同様に、厚生労働省令に基づく基準の改正による条文の整備でありま

す。  

 次に、１７ページの下段をご覧ください。例規ページ数３０９９の１５４

ページであります。第５８条、定員の遵守の規定でありまして、過疎地域等

におけるサービス提供の確保を図るため、条文を追加するものであります。  

 次に、１８ページをご覧ください。例規ページ数３０９９の１５５ページ

であります。第６５条、準用から２３ページの第８７条、指定介護予防認知

症対応型共同生活介護の基本取扱方針の規定までも同様に、厚生労働省令に

基づく基準の改正による条文の整備であります。  

 次に、２４ページをご覧ください。第９１条、電磁的記録等の規定であり

まして、介護サービス事業者の業務負担の軽減等を図る観点から、介護サー

ビス事業者における諸記録の保存、交付等について、原則として電磁的な対

応を認めることとし、その範囲を明確化されたため、条文を追加するもので

あります。  

 それでは、６ページにお戻りください。附則であります。  

 この条例は、令和３年４月１日から施行する。  

 以上、簡単ではありますが、説明に代えさせていただきます。  

議長（西島寛道）   これで提案理由の説明を終わります。  

 これから質疑を行います。  

 質疑はありませんか。  

     （「なし」の声あり）  

議長（西島寛道）   質疑なしと認めます。したがって、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。  
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 討論はありませんか。  

     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   谷田みさお議員。  

９番（谷田みさお）   議案第６号、介護保険法に基づく指定地域密着型介護

予防サービスの事業の人員等の基準に関する条例の一部を改正する条例制定

の件に反対の立場で討論いたします。  

 先ほどの第５号でも申し上げたとおり、今回の介護保険法の政令の改正で、

高齢者に対する虐待の防止や職場におけるハラスメントについての規定など

を明確にされて、前進した面ももちろんあるわけですが、やはり同じくこの

第６号でも、夜間の体制や資格、介護支援専門員がいなかったら研修を受け

たらそれでよいとか、規制緩和がどんどんと進められているという点で反対

をいたします。  

議長（西島寛道）   ほかに討論はありませんか。  

     （「なし」の声あり）  

議長（西島寛道）   これで討論を終わります。  

 これから、議案第６号、介護保険法に基づく指定地域密着型介護予防サー

ビスの事業の人員等の基準に関する条例の一部を改正する条例制定の件を採

決します。  

 議案第６号は原案のとおり決定することに賛成の議員は挙手願います。  

     （賛成者挙手）  

議長（西島寛道）   挙手多数です。したがって、議案第６号は原案のとおり

可決されました。  

 日程第５、議案第７号、介護保険法に基づく指定居宅介護支援等の事業の

人員等の基準に関する条例の一部を改正する条例制定の件を議題とします。  

 提出者から提案理由の説明を求めます。  

     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   寺井高齢福祉課長。  

高齢福祉課長（寺井佳孝）   説明に入ります前に、貴重な時間、申し訳ござ

いません。誤りが見つかりましたので、正誤表にてご説明申し上げます。正

誤表をご覧ください。介護保険法に基づく指定居宅介護支援等の事業の人員

等の基準に関する条例の一部を改正する条例改め文中、第２３条の２の見出

しを次のとおり訂正、２ページであります。「感染症の予防のまん延の防止の
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ための措置」、「の」を「及び」に改めるものでございます。  

 次に、介護保険法に基づく指定居宅介護支援等の事業の人員等の基準に関

する条例の一部を改正する条例新旧対照表中、第２３条の２の見出しを次の

とおり訂正、９ページでありまして、新旧の新の欄、「感染症の予防のまん延

の防止のための措置」、「の」を「及び」に改めるものでございます。大変申

し訳ございませんでした。  

 それでは、議案第７号、介護保険法に基づく指定居宅介護支援等の事業の

人員等の基準に関する条例の一部を改正する条例制定の件につきましてご説

明申し上げます。  

 介護保険法に基づく指定居宅介護支援等の事業の人員等の基準に関する条

例の一部を改正する条例を別紙のように定める。  

 なお、今回の改正につきましては、介護保険法等の改正が行われたことに

よりまして、当該条例の元となる厚生労働省令を改正する省令が公布された

ため、改正が必要となりましたので、所要の改正を行うものであります。  

 それでは、５ページの新旧対照表にてご説明申し上げます。介護保険法に

基づく指定居宅介護支援等の事業の人員等の基準に関する条例の一部を改正

する条例新旧対照表でございます。  

 次に、例規ページ数３０９９の１８１ページであります。第５章、雑則の

追加に伴いまして、目次を改めるものであります。以降、全て厚生労働省令

に基づく基準の改正による条文の整備であります。  

 次に、例規ページ数３０９９の１８１ページであります。第３条、基本方

針の規定でありまして、第３条第５項の次に２項を加えるものであります。

第６項といたしまして、高齢者虐待防止の推進に係る条文の追加であります。

第７項といたしまして、施設における個別サービスの情報の収集、活用と、

計画を立て、それを実行、評価し、改善していく流れの推進を図るための条

文の追加であります。  

 例規ページ数３０９９の１８２ページであります。第５条、管理者の規定

でありまして、管理者要件に事業所の人材確保に関する状況等を考慮し、主

任介護支援専門員の確保が著しく困難であるとやむを得ない理由がある場合

について、主任介護支援専門員を管理者としない取扱いを可能とするために

改めるものであります。  

 次に、６ページをご覧ください。例規ページ数３０９９の１８２ページで
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あります。第６条、内容及び手続の説明及び同意の規定でありまして、質の

高いケアマネジメントの推進を図るための条文の整備であります。  

 次に、例規ページ数３０９９の１８５ページであります。第１５条、指定

居宅介護支援の具体的取扱方針の規定でありまして、第９号につきましては、

利用者等が参加して実施する会議について、利用者等の同意を得た上で、テ

レビ会議等を活用しての実施を認めるための条文の整備であります。  

 次に、７ページをご覧ください。第１９の２号につきましては、区分支給

限度額の利用割合が高く、かつ訪問介護が利用の大部分を占める等のケアプ

ランを作成する居宅介護支援事業者を事業所単位で抽出するといった点検、

検証の仕組みを導入するための条文の整備であります。  

 次に、８ページをご覧ください。例規ページ数３０９９の１８９ページで

あります。第２０条、運営規程の規定でありまして、第６号といたしまして、

高齢者虐待の防止の推進に係る条文を追加し、６号を７号に改めるものであ

ります。  

 次に、例規ページ数３０９９の１８９ページであります。第２１条、勤務

体制の確保の規定でありまして、第４項といたしまして、ハラスメント対策

の強化に係る条文を追加するものであります。  

 次に、第２１条の２、業務継続計画の策定等から１０ページの第３３条、

電磁的記録等の規定までも同様に、厚生労働省令に基づく基準の改正による

条文の整備であります。  

 次に、１１ページをご覧ください。例規ページ数３０９９の１９１ページ

であります。附則の規定でありまして、第２項につきましては、管理者要件

の適用の猶予を延長するための条文の整備であります。第３項につきまして

は、条例議決後から３月３１日までの管理者要件の適用を行うための条文の

整備であります。  

 それでは、４ページにお戻りください。附則であります。  

 この条例は、令和３年４月１日から施行する。ただし、附則第３項の改正

規定は、公布の日から施行する。  

 以上、簡単ではありますが、説明に代えさせていただきます。  

議長（西島寛道）   これで提案理由の説明を終わります。  

 これから質疑を行います。  

 質疑はありませんか。  
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     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   谷田みさお議員。  

９番（谷田みさお）   ５ページですが、主任介護支援専門員と介護支援専門

員はどう違うのか。  

 ５条の２項と附則の２項と３項で、この兼ね合いですけど、５条の２では、

真にやむを得ない困難な理由がある場合については、主任介護支援専門員じ

ゃなくて普通の介護支援専門員でいいですよとなっているんだけど、結局、

附則によると、最初から主任介護支援専門員でなくていいということが書い

てあるんです。これ、今後いつまでこの特例が続くのか。２項のところには

令和９年３月３１日までと書いてあるので、結局６年後までずっと主任介護

支援専門員は置かんでいいということなんですか。  

 それともう一つは、置くことと書いてあるのに置かなくていいとまた書い

てあるという、非常に分かりにくいと思うんですけど、先ほど説明された７

ページの介護支援専門員ってケアマネさんですよね。ケアマネさんがサービ

ス計画を立てられた。それが基準いっぱいいっぱいやったら町長がチェック

しますよみたいなことですか。これ、利用抑制しようということにつながり

ませんか。  

     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   寺井高齢福祉課長。  

高齢福祉課長（寺井佳孝）   谷田みさお議員のご質問にお答えいたします。 

 まず、主任ケアマネと通常のケアマネの違いでありますが、主任ケアマネ

につきましては、ケアマネのまとめ役的な存在でありまして、ケアマネジャ

ーの指導、育成、相談を行い、地域課題の発見や課題解決、そして地域の発

展に尽力するということが期待されるものでございます。  

 ２の附則の部分につきましては、附則の内容なんですが、平成２９年まで

は国や府の基準において、居宅介護支援事業者の管理者はケアマネとなって

おりましたが、平成３０年度からは国の基準において、管理者は主任ケアマ

ネとなったことから、事業所の人材確保に関する状況等を勘案しまして、令

和３年３月３１日までの３年間の経過措置が設けられておりました。主任ケ

アマネの確保が著しく困難である等の理由がある場合、主任ケアマネを管理

者としない取扱いができるよう今回改正を行っているところで、その猶予期

間が令和９年の３月３１日まで延長するということでございます。  
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 次に、７ページの生活援助の訪問回数の多い利用者等への対応であると思

うんですが、こちらの区分支給限度額の利用割合が高く、かつ訪問介護が利

用サービスの大部分を占める等のケアプランを作成する事業者を事業所単位

で抽出する点検上の仕組みを事業者に設けるというものでございます。  

 以上でございます。  

     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   西垣参与。  

参与（西垣義郎）   今回、介護保険法の改正に基づくこれらの条例改正の趣

旨でございますけれども、虐待防止なり災害対策なり感染症対策、これらに

ついて、様々なアプローチから質の確保を図る、向上を図っていく取組みを

進めながら、一方で、硬直的になっている人員配置基準等につきまして、見

直しを行い、介護サービスを受ける方に支障がない範囲において緩和を図っ

ていく。そのことによって、介護を提供されている職員さんにとって、労働

条件等の改善緩和につながるというふうな観点から、総合的に介護の質の向

上につながっていくというふうに考えて国は法令改正をしたものでございま

して、それに伴い町も関係条例を改正するものであるというふうなことを改

めて申し添えたいと思います。  

議長（西島寛道）   ほかに質疑はありませんか。  

     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   岡田久雄議員。  

５番（岡田久雄）   ６ページの下段の３０９９の１８５ページ、そこに、介

護支援専門員はサービス担当者会議、これ、いつも普通だと施設などで担当

者の方が集まって、いろいろ利用についての話合いをされると思うんですけ

ども、これはコロナの関係で、テレビ電話や、ほかのＬＩＮＥやＺｏｏｍな

ど、そういったものを使ってやっても構わないというようなことなんでしょ

うか。  

     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   寺井高齢福祉課長。  

高齢福祉課長（寺井佳孝）   岡田議員のご質問にお答えいたします。  

 今後、４月１日以降、この条例が施行されれば、サービス担当者会議等は

テレビ電話、Ｚｏｏｍとか、そういったもので対応できるということでござ

います。  
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 以上です。  

議長（西島寛道）   ほかに質疑はありませんか。  

     （「なし」の声あり）  

議長（西島寛道）   これで質疑を終わります。  

 これから討論を行います。  

 討論はありませんか。  

     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   谷田みさお議員。  

９番（谷田みさお）   議案第７号、介護保険法に基づく指定居宅介護支援等

の事業の人員等の基準に関する条例の一部を改正する条例制定の件に反対の

立場で討論します。  

 居宅介護支援事業所の管理者を主任介護支援専門員にしないといけないと

いうふうに法律で定めても、結局、養成もいかない、人手不足だというよう

なことで見つからないから、それでは、３年間猶予しますよ、６年間猶予し

ますよというようなことになってきている。これ、現状に合わせて規定を緩

めているという形になるかと思うんですけれども、一旦法律で定めておいて、

それを結局骨抜きにしているというようなことで、本来、そういう人材を確

保するにはどうしたらいいかということでもっと努力をしてもらわないとい

けないのに、現状がこうだからというのだったら、本当に十分な高齢者の方

に必要な介護が確保できないということにつながるんじゃないでしょうか。

特に、ケアプランをチェックするというような形があると、結局は利用者の

方の利用抑制につながらないかということを大変危惧いたしますので、反対

をいたします。  

議長（西島寛道）   ほかに討論はありませんか。  

     （「なし」の声あり）  

議長（西島寛道）   これで討論を終わります。  

 これから、議案第７号、介護保険法に基づく指定居宅介護支援等の事業の

人員等の基準に関する条例の一部を改正する条例制定の件を採決します。  

 議案第７号は原案のとおり決定することに賛成の議員は挙手願います。  

     （賛成者挙手）  

議長（西島寛道）   挙手多数です。したがって、議案第７号は原案のとおり

可決されました。  
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 日程第６、議案第８号、介護保険法に基づく指定介護予防支援等の事業の

人員等の基準に関する条例の一部を改正する条例制定の件を議題とします。  

 提出者から提案理由の説明を求めます。  

     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   寺井高齢福祉課長。  

高齢福祉課長（寺井佳孝）   それでは、議案第８号、介護保険法に基づく指

定介護予防支援等の事業の人員等の基準に関する条例の一部を改正する条例

制定の件につきましてご説明申し上げます。  

 介護保険法に基づく指定介護予防支援等の事業の人員等の基準に関する条

例の一部を改正する条例を別紙のように定める。  

 なお、今回の改正につきましては、介護保険法等の改正が行われたことに

よりまして、当該条例の元となる厚生労働省令を改正する省令が公布された

ため、改正が必要となりましたので、所要の改正を行うものであります。  

 それでは、４ページの新旧対照表にてご説明申し上げます。介護保険法に

基づく指定介護予防支援等の事業の人員等の基準に関する条例の一部を改正

する条例新旧対照表でございます。  

 例規ページ数３０９９の２１１ページであります。目次中、第６章、雑則

の追加に伴いまして、目次を改めるものであります。以降、全て厚生労働省

令に基づく基準の改正による条文の整備であります。  

 第３条、基本方針の規定でありまして、第３条第５項の次に２項を加える

ものであります。第６項といたしまして、高齢者虐待防止の推進に係る条文

の追加であります。第７項といたしまして、施設における個別サービスの情

報の収集、活用と、計画を立て、それを実行、評価し、改善していく流れの

推進を図るための条文の追加であります。  

 例規ページ数３０９９の２１６ページであります。第１９条、運営規程の

規定でありまして、高齢者虐待防止の推進を図ることから、基準に追加する

ものであります。  

 次に、５ページをご覧ください。例規ページ数３０９９の２１６ページで

あります。第２０条、勤務体制の確保の規定でありまして、第４項といたし

まして、ハラスメント対策の強化に係る条文を追加するものであります。  

 次に、第２０条の２、業務継続計画等の策定等の規定でありまして、感染

症や災害が発生した場合であっても、必要な介護サービスが継続的に提供で
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きる体制を構築する観点から、業務継続に向けた計画等の策定、研修、訓練

の実施等を義務づけるため、基準に追加するものであります。  

 次に、第２２条の２、感染症の予防及びまん延の防止のための措置の規定

でありまして、感染症の予防及びまん延等に関する取組の徹底を求める観点

から、委員会の開催、指針の整備、研修、訓練などの実施について、基準に

追加するものであります。  

 次に、６ページの中段をご覧ください。例規ページ数３０９９の２１６ペ

ージであります。第２３条、掲示から７ページの第３５条、電磁的記録等の

規定までも同様に、厚生労働省令に基づく基準の改正による条文の整備であ

ります。  

 それでは、３ページにお戻りください。附則であります。  

 この条例は、令和３年４月１日から施行する。  

 以上、簡単ではありますが、説明に代えさせていただきます。  

議長（西島寛道）   これで提案理由の説明を終わります。  

 これから質疑を行います。  

 質疑はありませんか。  

     （「なし」の声あり）  

議長（西島寛道）   質疑なしと認めます。したがって、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。  

 討論はありませんか。  

     （「なし」の声あり）  

議長（西島寛道）   討論なしと認めます。したがって、討論を終わります。 

 これから、議案第８号、介護保険法に基づく指定介護予防支援等の事業の

人員等の基準に関する条例の一部を改正する条例制定の件を採決します。  

 議案第８号は原案のとおり決定することに賛成の議員は挙手願います。  

     （賛成者挙手）  

議長（西島寛道）   挙手全員です。したがって、議案第８号は原案のとおり

可決されました。  

 日程第７、議案第９号、井手町地区計画区域内における建築物の制限に関

する条例の一部を改正する条例制定の件を議題とします。  

 提出者から提案理由の説明を求めます。  

     （挙手する者あり）  
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議長（西島寛道）   西岡建設課長。  

理事（西岡  久）   それでは、議案第９号、井手町地区計画区域内における

建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例制定の件についてご説明申

し上げます。  

 井手町地区計画区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正す

る条例を別紙のように定める。  

 なお、今回の条例制定につきましては、新庁舎周辺地区の地区計画を新た

に定めたことに伴い、地区計画区域内における建築物の制限を定めた本条例

に井手町新庁舎周辺地区を加えるための一部改正を行うものであります。  

 それでは、２ページをお開き願います。井手町地区計画区域内における建

築物の制限に関する条例の一部を改正する条例新旧対照表にてご説明申し上

げます。  

 例規ページ数３４３１の３ページ、別表第１（第２条関係）であります。

新たに、地区整備計画区域の名称欄に、井手町新庁舎周辺地区地区整備計画

区域を加え、区域欄に、都市計画法第２０条第１項の規定により告示された

宇治都市計画井手町新庁舎周辺地区地区計画のうち、地区整備計画が定めら

れた区域を加えるものであります。  

 次のページをお開き願います。別表第２（第３条－第７条関係）でありま

す。  

 次に、５ページを参照願います。新たに、地区整備計画区域の名称欄に、

井手町新庁舎周辺地区地区整備計画区域を加え、計画区域の名称欄につきま

しては、名称はありませんのでハイフンを入れております。建築してはなら

ない建築物欄に、次の各号に掲げる建築物以外の建築物（１）から（５）を

加え、建築物の建築面積の敷地面積に対する割合の最高限度欄に１０分の６

を加え、建築物の延べ面積の敷地面積に対する割合の最高限度欄に１０分の

２０を加え、建築物の敷地面積の最低限度欄及び建築物の高さの最高限度欄

にハイフンを入れております。  

 １ページに戻っていただきまして、附則でございます。  

 この条例は、公布日から施行する。  

 以上、簡単ではございますが、説明に代えさせていただきます。  

議長（西島寛道）   これで提案理由の説明を終わります。  

 これから質疑を行います。  
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 質疑はありませんか。  

     （「なし」の声あり）  

議長（西島寛道）   質疑なしと認めます。したがって、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。  

 討論はありませんか。  

     （「なし」の声あり）  

議長（西島寛道）   討論なしと認めます。したがって、討論を終わります。 

 これから、議案第９号、井手町地区計画区域内における建築物の制限に関

する条例の一部を改正する条例制定の件を採決します。  

 議案第９号は原案のとおり決定することに賛成の議員は挙手願います。  

     （賛成者挙手）  

議長（西島寛道）   挙手全員です。したがって、議案第９号は原案のとおり

可決されました。  

 先ほど答弁漏れがありましたので、答弁願います。  

     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   寺井高齢福祉課長。  

高齢福祉課長（寺井佳孝）   貴重な時間、申し訳ございません。先ほど、谷

田みさお議員からのご質問で、グループホームの夜勤の職員数をお尋ねいた

だいたんですが、夜勤体制は１人以上となっておりまして、夜勤の職員数は

６名で対応していると伺っております。  

 以上でございます。  

議長（西島寛道）   この際、暫時休憩します。１時半まで。  

     休憩  午後  ０時０８分  

     再開  午後  １時３０分  

議長（西島寛道）   休憩前に引き続き、再開します。  

 日程第８、議案第２０号、令和３年度井手町一般会計予算から、日程第１

５、議案第２７号、令和３年度井手町多賀財産区特別会計予算までの８件を

一括議題とします。  

 提出者からの提案理由の説明を求めます。  

 まず、議案第２０号、令和３年度井手町一般会計予算の説明を求めます。  

     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   花木企画財政課長。  
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企画財政課長（花木秀章）   それでは、議案第２０号、令和３年度井手町一

般会計予算につきましてご説明申し上げます。  

 令和３年度井手町の一般会計の予算は、次に定めるところによる。  

 第１条、歳入歳出予算の規定でございます。歳入歳出予算の総額は歳入歳

出それぞれ４８億１，１００万円と定める。２項、歳入歳出予算の款項の区

分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算による。  

 第２条、債務負担行為の規定でございます。地方自治法第２１４条の規定

により、債務を負担する行為をすることができる事項、期間及び限度額は、

第２表債務負担行為による。  

 第３条、地方債の規定でございます。地方自治法第２３０条第１項の規定

により起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率

及び償還の方法は、第３表地方債による。  

 第４条、一時借入金の規定でございます。地方自治法第２３５条の３第２

項の規定による一時借入金の借入れの最高額は７億円と定める。  

 第５条、歳出予算の流用の規定でございます。地方自治法第２２０条第２

項ただし書の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用することがで

きる場合は、次のとおりと定める。  

 裏面をご覧ください。１号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に

係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項

の間の流用。  

 次に、８ページをご覧ください。第２表債務負担行為であります。  

 新庁舎建設事業、期間、令和３年度から令和４年度まで、限度額１５億２，

９８０万円。多賀地区町営住宅建替事業、期間、令和３年度から令和４年度

まで、限度額１億５，６５０万円。  

 次のページをご覧ください。第３表地方債であります。  

 起債の目的、１目総務施設整備事業債。限度額４億３，７４０万円。ただ

し、発行価格が額面を下まわるときは、その発行価格差減額を埋めるため必

要な金額をこれに加算した額。起債の方法、証書借入れ又は証券発行。ただ

し、証券発行の方法による場合においては、発行価格は額面金額１００円に

つき９９円５０銭以上とする。利率８％以内。（ただし、利率見直し方式で借

入れる財政融資資金及び地方公共団体金融機構資金について、利率の見直し

を行った後においては、当該見直し後の利率）償還の方法、４０ケ年以内据
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置期間を含む。ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、

もしくは繰上償還又は低利に借換えすることができる。２目土木施設整備事

業債、限度額１億６，０９０万円。なお、起債の方法、利率、償還の方法に

つきましては同様でございます。３目消防防災施設等整備事業債、限度額１，

３００万円。なお、起債の方法、利率、償還の方法につきましては同様でご

ざいます。４目臨時財政対策債、限度額１億４，４００万円。なお、起債の

方法、利率、償還の方法につきましては同様でございます。  

 次のページをご覧ください。歳入歳出予算事項別明細書であります。  

 総括の歳入であります。１款町税、本年度予算額８億９，３３３万４，０

００円、比較５２９万７，０００円であります。  

 ２款地方譲与税、本年度予算額２，６３７万７，０００円、比較１００万

円の減であります。  

 ３款利子割交付金、本年度予算額７０万円、比較ゼロであります。  

 ４款配当割交付金、本年度予算額５００万円、比較ゼロであります。  

 ５款株式等譲渡所得割交付金、本年度予算額５００万円、比較３００万円

であります。  

 ６款法人事業税交付金、本年度予算額９００万円、比較５００万円であり

ます。  

 ７款地方消費税交付金、本年度予算額１億８，２００万円、比較１，４０

０万円の減であります。  

 ８款自動車取得税交付金、本年度予算額１，０００円、比較ゼロでありま

す。  

 ９款環境性能割交付金、本年度予算額３００万円、比較２００万円の減で

あります。  

 １０款地方特例交付金、本年度予算額１，０００万円、比較９００万円で

あります。  

 １１款地方交付税、本年度予算額１５億５，０００万円、比較ゼロであり

ます。  

 １２款交通安全対策特別交付金、本年度予算額７０万円、比較ゼロであり

ます。  

 １３款分担金及び負担金、本年度予算額９３０万４，０００円、比較８１

万円の減であります。  
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 １４款使用料及び手数料、本年度予算額４，１１０万１，０００円、比較

３０万１，０００円であります。  

 １５款国庫支出金、本年度予算額５億１，０４０万７，０００円、比較１

億３，６６５万８，０００円であります。  

 １６款府支出金、本年度予算額２億４，５０４万３，０００円、比較１，

３４６万１，０００円の減であります。  

 １７款財産収入、本年度予算額２，００４万７，０００円、比較７８万８，

０００円の減であります。  

 １８款寄附金、本年度予算額６，０００円、比較ゼロであります。  

 １９款繰入金、本年度予算額５億２，９５８万６，０００円、比較８，５

１２万９，０００円であります。  

 ２０款繰越金、本年度予算額５００万円、比較ゼロであります。  

 ２１款諸収入、本年度予算額１，００９万４，０００円、比較１０２万６，

０００円の減であります。  

 ２２款町債、本年度予算額７億５，５３０万円、比較５億７７０万円であ

ります。  

 以上、歳入合計、本年度予算額４８億１，１００万円、比較７億１，９０

０万円であります。  

 次のページをご覧ください。  

 歳出であります。１款議会費、本年度予算額６，１５９万円、比較５９０

万８，０００円の減であります。財源内訳といたしまして、一般財源の６，

１５９万円であります。  

 ２款総務費、本年度予算額１７億７，６８２万４，０００円、比較５億５

２２万９，０００円であります。財源内訳といたしまして、国・府支出金の

９，６７０万９，０００円、地方債の４億３，７４０万円、その他の３億８，

９５６万３，０００円、一般財源の８億５，３１５万２，０００円でありま

す。  

 ３款民生費、本年度予算額１０億４，９４６万９，０００円、比較１，４

９２万６，０００円であります。財源内訳といたしまして、国・府支出金の

３億３，４３３万１，０００円、その他の１，４０５万９，０００円、一般

財源の７億１０７万９，０００円であります。  

 ４款衛生費、本年度予算額３億２，４８５万４，０００円、比較４，６５
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９万３，０００円であります。財源内訳といたしまして、国・府支出金の５，

８９９万９，０００円、その他の５０４万４，０００円、一般財源の２億６，

０８１万１，０００円であります。  

 ５款労働費、本年度予算額１，０００円、比較ゼロであります。財源内訳

といたしまして、一般財源の１，０００円であります。  

 ６款農林水産業費、本年度予算額６，２８４万７，０００円、比較９７万

８，０００円であります。財源内訳といたしまして、国・府支出金の１，３

３２万８，０００円、その他の１１１万４，０００円、一般財源の４，８４

０万５，０００円であります。  

 ７款商工費、本年度予算額６，５１３万１，０００円、比較３８１万７，

０００円の減であります。財源内訳といたしまして、国・府支出金の１，３

３０万１，０００円、その他の６１１万３，０００円、一般財源の４，５７

１万７，０００円であります。  

 ８款土木費、本年度予算額５億２，７２６万円、比較４，０８９万１，０

００円であります。財源内訳といたしまして、国・府支出金の２億９７万４，

０００円、地方債の１億６，０９０万円、その他の６，００１万７，０００

円、一般財源の１億５３６万９，０００円であります。  

 ９款消防費、本年度予算額２億３，５９５万４，０００円、比較１，１８

０万３，０００円の減であります。財源内訳といたしまして、地方債の１，

３００万円、その他の１０３万円、一般財源の２億２，１９２万４，０００

円であります。  

 １０款教育費、本年度予算額４億４，６６３万９，０００円、比較９，７

８３万円であります。財源内訳といたしまして、国・府支出金の３，７８０

万６，０００円、その他の９，０３０万８，０００円、一般財源の３億１，

８５２万５，０００円であります。  

 １１款災害復旧費、本年度予算額２８０万３，０００円、比較ゼロであり

ます。財源内訳といたしまして、一般財源の２８０万３，０００円でありま

す。  

 １２款公債費、本年度予算額２億５，０１２万８，０００円、比較３，４

０８万１，０００円であります。財源内訳といたしまして、一般財源の２億

５，０１２万８，０００円であります。  

 １３款予備費、本年度予算額７５０万円、比較ゼロであります。財源内訳
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といたしまして、一般財源の７５０万円であります。  

 以上、歳出合計、本年度予算額４８億１，１００万円、比較７億１，９０

０万円であります。財源内訳といたしまして、国・府支出金の７億５，５４

４万８，０００円、地方債の６億１，１３０万円、その他の５億６，７２４

万８，０００円、一般財源の２８億７，７００万４，０００円であります。  

 以上、簡単でありますが、説明に代えさせていただきます。なお、給与費

明細書については、後ほどご覧おきください。  

議長（西島寛道）   引き続き、主な事業の説明を求めます。  

     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   西岡建設課長。  

理事（西岡  久）   それでは、主な事業につきましてご説明申し上げます。

令和３年度予算参考諸表５ページをお開き願います。なお、末尾に工事箇所

図を添付しておりますので、併せてご参照願います。  

 図面対象番号１、事業名、防犯カメラ整備、事業費９０万、財源内訳とし

まして、一般財源の９０万、事業の概要としましては、１台であります。  

 図面対象番号２、事業名、新庁舎建設事業、事業費５億１，２８０万、財

源内訳としましては、地方債の３億８，１７０万、その他の１億２，７３０

万、一般財源の３８０万、事業の概要としましては、新庁舎建設等でありま

す。  

 図面対象番号３、共同浴場施設改修、事業費８４６万、財源内訳としまし

ては、国支出金２８５万、一般財源の５６１万、事業の概要としましては、

配管改修一式、換気設備等改修であります。  

 図面対象番号４、事業名、子育て施設環境整備、事業費２，７６０万、財

源内訳としましては、国支出金の２，７６０万、事業の概要としましては、

保育園施設改修、換気システム整備等であります。  

 図面対象番号５、事業名、井手地区共同墓地通路整備、事業費４７０万円、

財源内訳としましては、一般財源の４７０万円、事業の概要としましては、

延長２０メートルであります。  

 図面対象番号６、事業名、町道２９号線道路改良、事業費７，８００万円、

財源内訳としましては、国支出金４，５０４万５，０００円、地方債の２，

９６０万円、その他の３３５万５，０００円、事業の概要としましては、延

長８００メートルでございます。  
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 図面対象番号７、事業名、町道１２号線他道路改良、事業費１，９４０万

円、財源の内訳としましては、国支出金９２０万円、地方債の８２０万円、

その他の２００万円、事業の概要としましては、延長６００メートルであり

ます。  

 図面対象番号８、町道２１－０７号線道路改良、事業費７５０万円、財源

内訳としましては、国支出金３６７万５，０００円、地方債の２９０万円、

その他の９２万５，０００円、事業の概要としましては、延長１５０メート

ルであります。  

 図面対象番号９、町道４０－０２号線道路改良、事業費１８０万円、財源

の内訳としましては、その他の１８０万円、事業の概要としましては、延長

３０メートルであります。  

 図面対象番号１０、事業名、町道３号線道路改良、事業費２，２００万円、

財源の内訳としましては、国支出金の１，２７０万５，０００円、地方債の

８３０万円、その他の９９万５，０００円、事業の概要としましては、延長

５００メートルであります。  

 図面対象番号１１、事業名、町道２０－１０号線道路改良、事業費１，３

００万円、財源内訳としましては、国支出金の７５０万７，０００円、地方

債の４９０万円、その他の５９万３，０００円、事業の概要としましては、

延長６５メートルであります。  

 図面対象番号１２、事業名、町内道路舗装、事業費１，３９５万円、財源

内訳としましては、地方債の１，２５０万円、その他の１４５万円、事業の

概要としましては、延長４３０メートル、面積２，１４０平方メートルであ

ります。  

 図面対象番号１３、事業名、橋梁長寿命化事業、事業費１，２００万円、

財源内訳としましては、国支出金６９３万円、地方債の４５０万円、その他

の５７万円、事業の概要としましては、点検２橋、補修３橋であります。  

 図面対象番号１４、事業名、町内河川浚渫、事業費５７０万円、財源内訳

としましては、地方債の５７０万円、事業の概要としましては、延長１，２

２５メートル、体積３６５立方メートルであります。  

 図面対象番号１５、事業名、下排水路改修、事業費１，３２０万円、財源

内訳としましては、地方債の１，３２０万円、事業の概要としましては、５

か所、阿弥陀寺、川久保、栢木、西北組、北口であります。  
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 図面対象番号１６、事業名、町内公園整備、事業費２７０万円、財源内訳

としましては、その他の２７０万円、事業の概要としましては、４か所、西

北ノ代、いづみ、宮ノ本、北口であります。  

 図面対象番号１７、事業名、改良住宅等改修、事業費８８０万円、財源内

訳としましては、一般財源の８８０万円、事業の概要としましては、空き家

改修４戸であります。図面対象番号１８、事業名、多賀地区町営住宅建替事

業、事業費１億５，６５０万円、財源内訳としましては、国支出金７，７５

０万円、地方債の７，１１０万円、一般財源の７９０万円、事業の概要とし

ましては、造成工事、解体工事、建築実施設計、建築工事であります。  

 図面対象番号１９、事業名、町営住宅外壁改修、事業費１，５４０万円、

財源内訳としましては、国支出金７７０万円、一般財源の７７０万円、事業

の概要としましては、簡二１０戸であります。  

 図面対象番号２０、事業名、防災広場整備、事業費１，３００万円、財源

内訳としましては、地方債の１，３００万円、事業の概要としましては、１

か所であります。  

 図面対象番号２１、事業名、給食センター施設整備、事業費１，１７０万

円、財源内訳としましては、その他の１，１７０万円、事業の概要としまし

ては、給水給湯配管改修一式であります。  

 以上、簡単ではございますが、説明に代えさせていただきます。  

議長（西島寛道）   次に、議案第２１号の説明を求めます。  

     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   中谷保健医療課長。  

保健医療課長（中谷  誠）   それでは、議案第２１号、令和３年度井手町国

民健康保険特別会計予算についてご説明申し上げます。  

 令和３年度井手町の国民健康保険特別会計の予算は、次に定めるところに

よる。  

 第１条、歳入歳出予算の規定であります。歳入歳出予算の総額は、歳入歳

出それぞれ９億３，３５０万４，０００円と定める。２項、歳入歳出予算の

款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算による。  

 第２条、一時借入金の規定であります。地方自治法第２３５条の３第２項

の規定による一時借入金の借入れの最高額は２億円と定める。  

 第３条、歳出予算の流用の規定であります。地方自治法第２２０条第２項
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ただし書の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができ

る場合は、次のとおりと定める。  

 １号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を

生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。  

 それでは、５ページをお開きください。歳入歳出予算事項別明細書であり

ます。  

 歳入であります。１款国民健康保険税、本年度予算額１億２，８４２万６，

０００円、比較１，９６８万４，０００円の減であります。  

 ２款使用料及び手数料、本年度予算額２４万円、比較ゼロであります。  

 ３款府支出金、本年度予算額７億３，３２０万２，０００円、比較３４４

万７，０００円の減であります。  

 ４款財産収入、本年度予算額１，０００円、比較ゼロであります。  

 ５款繰入金、本年度予算額７，０５３万７，０００円、比較１７万８，０

００円であります。  

 ６款繰越金、本年度予算額１，０００円、比較ゼロであります。  

 ７款諸収入、本年度予算額１０９万７，０００円、比較４０万円の減であ

ります。  

 以上、歳入合計、本年度予算額９億３，３５０万４，０００円、比較２，

３３５万３，０００円の減であります。  

 ６ページをご覧ください。  

 歳出であります。１款総務費、本年度６６０万７，０００円、比較１１７

万３，０００円、財源内訳といたしまして、一般財源の６６０万７，０００

円であります。  

 ２款保険給付費、本年度予算額７億２，７１８万６，０００円、比較ゼロ、

財源内訳といたしまして、国・府支出金の７億１，７１８万２，０００円、

一般財源の１，０００万４，０００円であります。  

 ３款国民健康保険事業費納付金、本年度予算額１億７，６５２万４，００

０円、比較２，３０５万９，０００円の減、財源内訳といたしまして、国・

府支出金の８２２万７，０００円、一般財源の１億６，８２９万７，０００

円であります。  

 ４款共同事業拠出金、本年度予算額２，０００円、比較ゼロ、財源内訳と

いたしまして、一般財源の２，０００円であります。  
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 ５款保健事業費、本年度予算額１，９４６万円、比較１４５万９，０００

円の減、財源内訳といたしまして、国・府支出金の７７９万３，０００円、

一般財源の１，１６６万７，０００円であります。  

 ６款公債費、本年度予算額２，０００円、比較８，０００円の減、財源内

訳といたしまして、一般財源の２，０００円であります。  

 ７款諸支出金、本年度予算額１７２万３，０００円、比較ゼロ、財源内訳

といたしまして、一般財源の１７２万３，０００円であります。  

 ８款予備費、本年度予算額２００万円、比較ゼロ、財源内訳といたしまし

て、一般財源の２００万円であります。  

 以上、歳出合計、本年度予算額９億３，３５０万４，０００円、比較２，

３３５万３，０００円の減、財源内訳といたしまして、国・府支出金の７億

３，３２０万２，０００円、一般財源の２億３０万２，０００円であります。  

 以上、簡単ではありますが、説明に代えさせていただきます。なお、給与

費明細書につきましては、後ほどご覧おきください。  

議長（西島寛道）   次に、議案第２２号の説明を求めます。  

     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   中島上下水道課長。  

理事（中島一也）   それでは、議案第２２号、令和３年度井手町水道事業会

計予算についてご説明申し上げます。  

 第１条、総則の規定であります。令和３年度井手町水道事業会計の予算は、

次に定めるところによる。  

 第２条、業務の予定量の規定であります。業務の予定量は、次のとおりと

する。  

 １号、給水戸数２，１００戸。２号、年間総給水量７３万立方メートル。

３号、１日平均給水量２，０００立方メートル。４号、主要な建設改良事業、

配水設備事業。  

 第３条、収益的収入及び支出の規定であります。収益的収入及び支出の予

定額は、次のとおりと定める。  

 収入であります。第１款水道事業収益１億３，４４５万円、第１項営業収

益１億９６３万６，０００円、第２項営業外収益２，４８１万３，０００円、

第３項特別利益１，０００円。  

 支出であります。第１款水道事業費用１億２，１６５万７，０００円、第
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１項営業費用１億１，２０８万７，０００円、第２項営業外費用９０６万８，

０００円、第３項特別損失２，０００円、第４項予備費５０万円。  

 １枚めくっていただきまして、第４条、資本的収入及び支出の規定であり

ます。資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額

が資本的支出額に対し不足する額３，８８９万２，０００円は、当年度分消

費税及び地方消費税資本的収支調整額５０２万９，０００円、過年度分損益

勘定留保資金３，３８６万３，０００円で補塡するものとする）。  

 収入であります。第１款資本的収入４，２００万２，０００円、第１項企

業債４，０００万円、第２項分担金１００万円、第３項寄附金１，０００円、

第４項その他資本的収入１，０００円、第５項負担金１００万円。  

 支出であります。第１款資本的支出８，０８９万４，０００円、第１項建

設改良費６，２６８万６，０００円、第２項企業債償還金１，８２０万７，

０００円、第３項その他資本的支出１，０００円。  

 第５条、企業債の規定であります。起債の目的、限度額、起債の方法、利

率及び償還の方法は、次のとおりと定める。  

 起債の目的、上水道事業債。限度額４，０００万円。ただし、発行価格が

額面を下まわるときは、その発行価格差減額をうめるため必要な金額をこれ

に加算した額。起債の方法、証書借入または証券発行。ただし、証券発行の

方法による場合においては、発行価格は額面金額１００円につき９９円５０

銭以上とする。利率８．０％以内。（ただし、利率見直し方式で借入れる財政

融資資金及び地方公共団体金融機構資金について、利率の見直しを行った後

においては、当該見直し後の利率）償還の方法、４０ケ年以内据置期間を含

む。ただし、企業財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、もしく

は繰上償還又は低利に借換えすることができる。  

 次のページをご覧ください。  

 第６条、一時借入金の規定であります。一時借入金の限度額は５，０００

万円と定める。  

 第７条、予定支出の各項の経費の金額の流用の規定であります。予定支出

の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。  

 １号、営業費用及び営業外費用並びに特別損失に係る予算額に過不足が生

じた場合におけるこれらの経費との間。２号、建設改良費及び企業債償還金

並びにその他資本的支出に係る予算額に過不足が生じた場合におけるこれら
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の経費との間。  

 第８条、議会の議決を経なければ流用することのできない経費の規定であ

ります。次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の

金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議

会の議決を経なければならない。  

 １号、職員給与費１，２１２万８，０００円。  

 第９条、たな卸資産購入限度額の規定であります。たな卸資産の購入限度

額は２００万円と定める。  

 それでは、４ページをお開き願います。  

 令和３年度井手町水道事業会計予算実施計画であります。  

 収益的収入及び支出の収入であります。１款水道事業収益、予定額１億３，

４４５万円。１項営業収益、予定額１億９６３万６，０００円、１目給水収

益、予定額９，８００万円、２目受託工事収益、予定額３５万円、３目その

他営業収益、予定額１，１２８万６，０００円。２項営業外収益、予定額２，

４８１万３，０００円、１目受取利息及び配当金、予定額２，０００円、２

目長期前受金戻入、予定額２，３９６万円、３目雑収益、予定額８５万１，

０００円。３項特別利益、予定額１，０００円、１目過年度損益修正益、予

定額１，０００円。  

 次に、支出であります。１款水道事業費用、予定額１億２，１６５万７，

０００円。１項営業費用、予定額１億１，２０８万７，０００円、１目原水

及び浄水費、予定額２，４４８万９，０００円、２目配水及び給水費、予定

額８０３万２，０００円、３目受託工事費、予定額３０万円、４目総係費、

予定額１，７６６万１，０００円、５目減価償却費、予定額６，０７８万３，

０００円、６目資産減耗費、予定額７５万円、７目その他営業費用、予定額

７万２，０００円。２項営業外費用、予定額９０６万８，０００円、１目支

払利息及び企業債取扱諸費、予定額３０６万７，０００円、２目消費税及び

地方消費税、予定額６００万円、１枚めくっていただきまして、３目雑支出、

予定額１，０００円。３項特別損失、予定額２，０００円、１目過年度損益

修正損、予定額１，０００円、２目その他特別損失、予定額１，０００円。

４項予備費、予定額５０万円、１目予備費、予定額５０万円。  

 次のページで、次に、資本的収入及び支出の収入であります。１款資本的

収入、予定額４，２００万２，０００円。１項企業債、予定額４，０００万
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円、１目企業債、予定額４，０００万円。２項分担金、予定額１００万円、

１目分担金、予定額１００万円。３項寄附金、予定額１，０００円、１目寄

附金、予定額１，０００円。４項その他資本的収入、予定額１，０００円、

１目その他資本的収入、予定額１，０００円。５項負担金、予定額１００万

円、１目負担金、予定額１００万円。  

 １枚めくっていただきまして、次に支出であります。１款資本的支出、予

定額８，０８９万４，０００円。１項建設改良費、予定額６，２６８万６，

０００円、１目事務費、予定額５６８万６，０００円、２目配水設備工事費、

予定額４，０００万円、３目施設改良事業費、予定額１，０００万円、４目

固定資産購入費、予定額７００万円。２項企業債償還金、予定額１，８２０

万７，０００円、１目企業債償還金、予定額１，８２０万７，０００円。３

項その他資本的支出、予定額１，０００円、１目その他資本的支出、予定額

１，０００円。  

 以上、簡単でありますが、説明に代えさせていただきます。なお、次ペー

ジ以降につきましては、後ほどご覧おき願います。  

議長（西島寛道）   引き続き、主な事業の説明を求めます。  

     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   中島上下水道課長。  

理事（中島一也）   それでは、令和３年度井手町水道事業会計予算に計上し

た事業の概要についてご説明申し上げます。なお、次ページに工事箇所図を

添付しておりますので、併せてご参照願います。  

 図面対象番号１、事業名、新庁舎配水管整備事業、事業費４，０００万円、

財源内訳といたしまして、地方債４，０００万円、事業の概要といたしまし

て、Ｌ＝４４０メートル。  

 図面対象番号２、事業名、水道施設更新事業、事業費１，０００万円、財

源内訳といたしまして、一般財源１，０００万円、事業の概要といたしまし

て、揚水場更新であります。  

 以上、簡単でありますが、説明に代えさせていただきます。  

議長（西島寛道）   次に、議案第２３号の説明を求めます。  

     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   中島上下水道課長。  

理事（中島一也）   それでは、議案第２３号、令和３年度井手町多賀地区簡



 

－１２３－ 

易水道事業特別会計予算についてご説明申し上げます。  

 令和３年度井手町の多賀地区簡易水道事業特別会計の予算は、次に定める

ところによる。  

 第１条、歳入歳出予算の規定であります。歳入歳出予算の総額は歳入歳出

それぞれ５，１２７万６，０００円と定める。２項、歳入歳出予算の款項の

区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」による。  

 第２条、地方債の規定であります。地方自治法第２３０条第１項の規定に

より起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及

び償還の方法は、「第２表地方債」による。  

 第３条、一時借入金の規定であります。地方自治法第２３５条の３第２項

の規定による一時借入金の借入れの最高額は２，０００万円と定める。  

 第４条、歳出予算の流用の規定であります。地方自治法第２２０条第２項

ただし書の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができ

る場合は、次のとおりと定める。  

 １号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を

生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。  

 それでは、５ページをお開き願います。第２表地方債であります。  

 起債の目的、水道事業債。限度額９００万円。ただし、発行価格が額面を

下まわるときは、その発行価格差減額をうめるため必要な金額をこれに加算

した額。起債の方法、証書借入または証券発行。ただし、証券発行の方法に

よる場合においては、発行価格は額面金額１００円につき９９円５０銭以上

とする。利率８．０％以内。（ただし、利率見直し方式で借入れる財政融資資

金及び地方公共団体金融機構資金について、利率の見直しを行った後におい

ては、当該見直し後の利率）償還の方法、４０ケ年以内据置期間を含む。た

だし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、もしくは繰上償

還または低利に借換えすることができる。  

 ６ページをお開き願います。歳入歳出予算事項別明細書であります。  

 まず、歳入であります。１款分担金及び負担金、本年度予算額９４万２，

０００円、比較ゼロ。  

 ２款使用料及び手数料、本年度予算額３，６０５万９，０００円、比較１

００万円。  

 ３款財産収入、本年度予算額７万２，０００円、比較３万９，０００円。  
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 ４款寄附金、本年度予算額１，０００円、比較ゼロ。  

 ５款繰入金、本年度予算額５１９万８，０００円、比較９６万５，０００

円の減。  

 ６款繰越金、本年度予算額１，０００円、比較ゼロ。  

 ７款諸収入、本年度予算額３，０００円、比較ゼロ。  

 ８款町債、本年度予算額９００万円、比較８００万円の減。  

 以上、歳入合計、本年度予算額５，１２７万６，０００円、比較７９２万

６，０００円の減であります。  

 次のページをご覧ください。歳出であります。１款業務費、本年度予算額

３，５３７万９，０００円、比較１６６万円の減、財源内訳といたしまして、

地方債の５００万円、その他の７万２，０００円、一般財源の３，０３０万

７，０００円であります。  

 ２款事業費、本年度予算額４３５万円、比較６５０万円の減、財源内訳と

いたしまして、地方債の４００万円、一般財源の３５万円であります。  

 ３款公債費、本年度予算額１，１１４万７，０００円、比較２３万４，０

００円、財源内訳といたしまして、その他の１５４万８，０００円、一般財

源９５９万９，０００円であります。  

 ４款予備費、本年度予算額４０万円、比較ゼロ、財源内訳といたしまして、

一般財源の４０万円であります。  

 以上、歳出合計、本年度予算額５，１２７万６，０００円、比較７９２万

６，０００円の減、財源内訳といたしまして、地方債の９００万円、その他

の１６２万円、一般財源の４，０６５万６，０００円であります。  

 以上、簡単でありますが、説明に代えさせていただきます。なお、１３ペ

ージ以降に給与費明細書がございます。後ほどご覧おき願います。  

議長（西島寛道）   次に、議案第２４号の説明を求めます。  

     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   中谷保健医療課長。  

保健医療課長（中谷  誠）   それでは、議案第２４号、令和３年度井手町後

期高齢者医療特別会計予算についてご説明申し上げます。  

 令和３年度井手町の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところ

による。  

 第１条、歳入歳出予算の規定であります。歳入歳出予算の総額は歳入歳出
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それぞれ１億２，４２２万６，０００円と定める。２項、歳入歳出予算の款

項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」による。  

 それでは、４ページをお開きください。歳入歳出予算事項別明細書であり

ます。  

 歳入であります。１款保険料、本年度予算額９，１１５万４，０００円、

比較７５万９，０００円の減であります。  

 ２款使用料及び手数料、本年度予算額２万４，０００円、比較ゼロであり

ます。  

 ３款繰入金、本年度予算額３，２８２万３，０００円、比較３０万１，０

００円であります。  

 ４款繰越金、本年度予算額１，０００円、比較ゼロであります。  

 ５款諸収入、本年度予算額２２万４，０００円、比較ゼロであります。  

 以上、歳入合計、本年度予算額１億２，４２２万６，０００円、比較４５

万８，０００円の減であります。  

 ５ページをご覧ください。  

 歳出であります。１款総務費、本年度予算額１４４万７，０００円、比較

１２万７，０００円、財源内訳といたしまして、その他の２万４，０００円、

一般財源の１４２万３，０００円であります。  

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、本年度予算額１億２，２４６万９，

０００円、比較５８万５，０００円の減、財源内訳といたしまして、その他

の９，１１６万５，０００円、一般財源の３，１３０万４，０００円であり

ます。  

 ３款諸支出金、本年度予算額２１万円、比較ゼロ、財源内訳といたしまし

て、その他の２１万円であります。  

 ４款予備費、本年度予算額１０万円、比較ゼロ、財源内訳といたしまして、

一般財源の１０万円であります。  

 以上、歳出合計、本年度予算額１億２，４２２万６，０００円、比較４５

万８，０００円の減、財源内訳といたしまして、その他の９，１３９万９，

０００円、一般財源の３，２８２万７，０００円であります。  

 以上、簡単ではありますが、説明に代えさせていただきます。  

議長（西島寛道）   次に、議案第２５号の説明を求めます。  

     （挙手する者あり）  
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議長（西島寛道）   寺井高齢福祉課長。  

高齢福祉課長（寺井佳孝）   それでは、議案第２５号、令和３年度井手町介

護保険特別会計予算につきましてご説明申し上げます。  

 令和３年度井手町の介護保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の規定であります。保険事業勘定の歳入歳出予算の

総額は歳入歳出それぞれ８億７，７７４万８，０００円と定める。２項、介

護サービス事業勘定の歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ７３０万１，

０００円と定める。３項、保険事業勘定及び介護サービス事業勘定の歳入歳

出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算による。 

 第２条、一時借入金の規定であります。地方自治法第２３５条の３第２項

の規定による一時借入金の借入れの最高額は５，０００万円と定める。  

 第３条、歳出予算の流用の規定であります。地方自治法第２２０条第２項

ただし書の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができ

る場合は、次のとおりと定める。  

 １号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を

生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。  

 それでは、５ページをお開きください。保険事業勘定の歳入歳出予算事項

別明細書であります。  

 歳入であります。１款保険料、本年度予算額１億５，８０２万円、比較１，

００３万１，０００円の減であります。  

 ２款使用料及び手数料、本年度予算額４万３，０００円、比較ゼロであり

ます。  

 ３款国庫支出金、本年度予算額２億１，１０５万４，０００円、比較９３

４万３，０００円の減であります。  

 ４款支払基金交付金、本年度予算額２億２，２４８万８，０００円、比較

１，０５１万２，０００円の減であります。  

 ５款府支出金、本年度予算額１億２，４７８万１，０００円、比較３４０

万１，０００円の減であります。  

 ６款財産収入、本年度予算額１万８，０００円、比較１万９，０００円の

減であります。  

 ７款繰入金、本年度予算額１億６，１３３万７，０００円、比較３８９万

４，０００円の減であります。  
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 ８款繰越金、本年度予算額１，０００円、比較ゼロであります。  

 ９款諸収入、本年度予算額６，０００円、比較ゼロであります。  

 以上、歳入合計、本年度予算額８億７，７７４万８，０００円、比較３，

７２０万円の減であります。  

 次の６ページをご覧ください。  

 歳出であります。１款総務費、本年度予算額１，３９２万４，０００円、

比較４１１万１，０００円の減であります。財源内訳といたしまして、一般

財源の１，３８８万１，０００円であります。  

 ２款保険給付費、本年度予算額８億４６８万１，０００円、比較３，５０

４万７，０００円の減であります。財源内訳といたしまして、国・府支出金

の３億１，９００万６，０００円、その他の３億７，２１６万５，０００円、

一般財源の１億１，３５１万円であります。  

 ３款地域支援事業費、本年度予算額５，８１１万３，０００円、比較１９

７万７，０００円であります。財源内訳といたしまして、国・府支出金の１，

６８２万９，０００円、その他の１，７９４万３，０００円、一般財源の２，

３３４万１，０００円であります。  

 ４款基金積立金、本年度予算額１万８，０００円、比較１万９，０００円

の減であります。財源内訳といたしまして、その他の１万８，０００円であ

ります。  

 ５款公債費、本年度予算額１，０００円、比較ゼロであります。財源内訳

といたしまして、一般財源の１，０００円であります。  

 ６款諸支出金、本年度予算額１万１，０００円、比較ゼロであります。財

源内訳といたしまして、一般財源の１万１，０００円であります。  

 ７款予備費、本年度予算額１００万円、比較ゼロであります。財源内訳と

いたしまして、一般財源の１００万円であります。  

 以上、歳出合計、本年度予算額８億７，７７４万８，０００円、比較３，

７２０万円の減であります。財源内訳といたしまして、国・府支出金の３億

３，５８３万５，０００円、その他の３億９，０１６万９，０００円、一般

財源の１億５，１７４万４，０００円であります。  

 次に、２０ページをお開きください。介護サービス事業勘定の歳入歳出予

算事項別明細書であります。  

 歳入であります。１款サービス収入、本年度予算額２３０万円、比較ゼロ
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であります。  

 ２款繰越金、本年度予算額５００万円、比較２００万円であります。  

 ３款諸収入、本年度予算額１，０００円、比較ゼロであります。  

 以上、歳入合計、本年度予算額７３０万１，０００円、比較２００万円で

あります。  

 次の２１ページをご覧ください。  

 歳出であります。１款サービス事業費、本年度予算額２３０万円、比較ゼ

ロであります。財源内訳といたしまして、その他の２３０万円であります。  

 ２款諸支出金、本年度予算額５００万円、比較２００万円であります。財

源内訳といたしまして、一般財源の５００万円であります。  

 ３款予備費、本年度予算額１，０００円、比較ゼロであります。財源内訳

といたしまして、一般財源の１，０００円であります。  

 以上、歳出合計、本年度予算額７３０万１，０００円、比較２００万円で

あります。財源内訳といたしまして、その他の２３０万円、一般財源の５０

０万１，０００円であります。  

 以上、簡単でありますが、説明に代えさせていただきます。なお、給与費

明細書につきましては、後ほどご覧おきください。  

議長（西島寛道）   次に、議案第２６号の説明を求めます。  

     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   中島上下水道課長。  

理事（中島一也）   それでは、議案第２６号、令和３年度井手町公共下水道

事業特別会計予算についてご説明申し上げます。  

 令和３年度井手町の公共下水道事業特別会計の予算は、次に定めるところ

による。  

 第１条、歳入歳出予算の規定であります。歳入歳出予算の総額は歳入歳出

それぞれ５億５，１５０万４，０００円と定める。２項、歳入歳出予算の款

項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」による。  

 第２条、地方債の規定であります。地方自治法第２３０条第１項の規定に

より起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及

び償還の方法は、「第２表地方債」による。  

 第３条、一時借入金の規定であります。地方自治法第２３５条の３第２項

の規定による一時借入金の借入れの最高額は５，０００万円と定める。  
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 第４条、歳出予算の流用の規定であります。地方自治法第２２０条第２項

ただし書の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができ

る場合は、次のとおりと定める。  

 １号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を

生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。  

 ５ページをお開き願います。第２表地方債であります。  

 起債の目的、下水道事業債。限度額１億７７０万円。ただし、発行価格が

額面を下まわるときは、その発行価格差減額をうめるため必要な金額をこれ

に加算した額。起債の方法、証書借入または証券発行。ただし、証券発行の

方法による場合においては、発行価格は額面金額１００円につき９９円５０

銭以上とする。利率８．０％以内。（ただし、利率見直し方式で借入れる財政

融資資金及び地方公共団体金融機構資金について、利率の見直しを行った後

においては、当該見直し後の利率）償還の方法、４０ケ年以内据置期間を含

む。ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、もしくは

繰上償還または低利に借換えすることができる。  

 次の６ページをお開き願います。歳入歳出予算事項別明細書であります。  

 歳入であります。１款使用料及び手数料、本年度予算額１億５，２２３万

８，０００円、比較３１３万２，０００円の減であります。  

 ２款国庫支出金、本年度予算額５，２５０万円、比較６５０万円でありま

す。  

 ３款繰入金、本年度予算額２億３，４５２万円、比較１，４２８万７，０

００円であります。  

 ４款繰越金、本年度予算額１，０００円、比較ゼロであります。  

 ５款諸収入、本年度予算額４５４万５，０００円、比較９万円であります。  

 ６款町債、本年度予算額１億７７０万円、比較２，３８０万円であります。  

 以上、歳入合計、本年度予算額５億５，１５０万４，０００円、比較４，

１５４万５，０００円であります。  

 次のページをご覧ください。  

 歳出であります。１款総務費、本年度予算額１億７，２０６万９，０００

円、比較２，８６８万円、財源内訳といたしまして、地方債の１，４００万

円、その他の１，０２９万２，０００円、一般財源の１億４，７７７万７，

０００円であります。  
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 ２款事業費、本年度予算額１億５，０７９万８，０００円、比較１，６１

３万７，０００円、財源内訳といたしまして、国・府支出金の５，２５０万

円、地方債の８，１９０万円、その他の１，２３１万８，０００円、一般財

源の４０８万円であります。  

 ３款公債費、本年度予算額２億２，７６３万７，０００円、比較３２７万

２，０００円の減、財源内訳といたしまして、地方債の１，１８０万円、そ

の他の２億１，５８３万６，０００円、一般財源の１，０００円であります。  

 ４款予備費、本年度予算額１００万円、比較ゼロ、財源内訳といたしまし

て、一般財源の１００万円であります。  

 以上、歳出合計、本年度予算額５億５，１５０万４，０００円、比較４，

１５４万５，０００円、財源内訳といたしまして、国・府支出金の５，２５

０万円、地方債の１億７７０万円、その他の２億３，８４４万６，０００円、

一般財源の１億５，２８５万８，０００円であります。  

 以上、簡単でありますが、説明に代えさせていただきます。なお、１４ペ

ージ以降に給与費明細書がございます。後ほどご覧おき願います。  

議長（西島寛道）   引き続き、主な事業の説明を求めます。  

     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   中島上下水道課長。  

理事（中島一也）   それでは、令和３年度井手町公共下水道事業特別会計予

算に計上した事業の概要についてご説明申し上げます。なお、次ページに工

事箇所図を添付しておりますので、併せてご参照願います。  

 図面対象番号１、事業名、改築更新事業、事業費２，０００万円、財源内

訳といたしまして、国・府支出金１，０００万円、地方債１，０００万円、

事業の概要といたしまして、マンホール蓋取替４４箇所、マンホールポンプ

場詳細設計であります。  

 図面対象番号２、事業名、面整備事業、事業費３，０００万円、財源内訳

といたしまして、国・府支出金９００万円、地方債２，１００万円、事業の

概要といたしまして、Ｌ＝２１０メートルであります。  

 図面対象番号３、事業名、合藪ポンプ場設備改修事業、事業費６，７００

万円、財源内訳といたしまして、国・府支出金３，３５０万円、地方債３，

３５０万円、事業の概要といたしまして、電気設備修繕１式であります。  

 以上、簡単でありますが、説明に代えさせていただきます。  
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議長（西島寛道）   次に、議案第２７号の説明を求めます。  

     （挙手する者あり）  

議長（西島寛道）   花木企画財政課長。  

企画財政課長（花木秀章）   それでは、議案第２７号、令和３年度井手町多

賀財産区特別会計予算につきましてご説明申し上げます。  

 令和３年度井手町の多賀財産区特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。  

 第１条、歳入歳出予算の規定でございます。歳入歳出予算の総額は歳入歳

出それぞれ２９９万５，０００円と定める。２項、歳入歳出予算の款項の区

分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」による。  

 それでは、４ページをご覧ください。歳入歳出予算事項別明細書でありま

す。  

 総括の歳入であります。１款財産収入、本年度予算額４４万６，０００円、

比較１万２，０００円の減であります。  

 ２款使用料及び手数料、本年度予算額２，０００円、比較ゼロであります。  

 ３款寄附金、本年度予算額１，０００円、比較ゼロであります。  

 ４款繰入金、本年度予算額２３４万４，０００円、比較２万５，０００円

であります。  

 ５款繰越金、本年度予算額２０万円、比較ゼロであります。  

 ６款諸収入、本年度予算額２，０００円、比較ゼロであります。  

 以上、歳入合計、本年度予算額２９９万５，０００円、比較１万３，００

０円であります。  

 次のページをご覧ください。  

 歳出であります。１款総務費、本年度予算額２４０万円、比較９，０００

円であります。財源内訳といたしまして、一般財源の２４０万円であります。  

 ２款衛生費、本年度予算額４０万８，０００円、比較６，０００円であり

ます。財源内訳といたしまして、一般財源の４０万８，０００円であります。  

 ３款諸支出金、本年度予算額８万７，０００円、比較２，０００円の減で

あります。財源内訳といたしまして、その他８万７，０００円であります。  

 ４款予備費、本年度予算額１０万円、比較ゼロであります。財源内訳とい

たしまして、一般財源の１０万円であります。  

 以上、歳出合計、本年度予算額２９９万５，０００円、比較１万３，００
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０円であります。財源内訳といたしまして、その他の８万７，０００円、一

般財源の２９０万８，０００円であります。  

 以上、簡単でありますが、説明に代えさせていただきます。  

議長（西島寛道）   これで提案理由の説明を終わります。  

 これから質疑を行います。  

 質疑はありませんか。  

     （「なし」の声あり）  

議長（西島寛道）   質疑なしと認めます。したがって、質疑を終わります。 

 お諮りします。本８件については、議員全員の委員で構成する予算特別委

員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思います。ご異議あ

りませんか。  

     （「異議なし」の声あり）  

議長（西島寛道）   異議なしと認めます。したがって、日程第８、議案第２

０号、令和３年度井手町一般会計予算から、日程第１５、議案第２７号、令

和３年度井手町多賀財産区特別会計予算までの８件については、予算特別委

員会を設置し、これに付託して審査することに決定しました。  

 お諮りします。ただいま設置されました予算特別委員会の委員の選任につ

いては、井手町議会委員会条例第６条第４項の規定によって、議員全員を予

算特別委員会の委員に指名したいと思います。ご異議ありませんか。  

     （「異議なし」の声あり）  

議長（西島寛道）   異議なしと認めます。したがって、ただいま指名しまし

た議員全員を予算特別委員会の委員に選任することに決定しました。  

 この際、暫時休憩します。休憩中に本特別委員会の正副委員長を互選いた

だき、議長まで報告願います。  

     休憩  午後  ２時３６分  

     再開  午後  ２時３６分  

議長（西島寛道）   休憩前に引き続き、再開します。  

 休憩中に予算特別委員会の正副委員長の互選があり、委員長には中坊  陽

議員、副委員長には岡田久雄議員と決定いたしました。  

 以上で本日の日程は全部終了しました。  

 本日はこれで散会します。  

 なお、次回は３月２４日午前１０時から会議を開きます。  
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     散会  午後  ２時３７分  
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右、会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。  

 

 

   議   長    西  島  寛  道  

 

 

 

   署名議員    脇  本  尚  憲  

 

 

 

   署名議員    丸  山  久  志  
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